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伊藤 公雄（京都大学文学研究科）

はじめに

　本報告書は、ポピュラーカルチャーの現場体験を映像化するとともに、その成果を社会学教育の教材として使用
するための方法論を探るプロジェクトとして実施された研究の成果をまとめたものである。ここで、３年間の研究
の動きを簡単に整理しておきたい。　
　初年度の２００５年度においては、京都大学、大阪大学、法政大学などにおいて学生・院生とともに、日本国内
のポピュラーカルチャーの現場経験を撮影し、それを教材として授業等で活用する試みを実施した。研究会におい
ては、作成された映像を上映し、その撮影プロセスや、映像制作という共同作業がもたらす教育的効果（特に、映
像撮影という共同作業において、対象との距離のとり方が、一般のインタビュー等とは大きく異なるという点や、
映像制作という作業が、そのままメデイァ・リテラシー教育になるということなど、多くの知見を得ることができた）
などについて議論を進めた。
　また、研究代表者の伊藤公雄は、イタリアにおける日本マンガ受容について、現地のマンガ専門書店やローマ大
学学生・教員のインタビューを実施し、それを撮影し、作品としてまとめる作業を行った。
　これらの作品群を材料に、数度の研究会を開催し、撮影という作業が生み出す副次的効果や、制作した作品を教
材として使用する時における学生の反応等について討論し、その有効な活用法を探った。
　２００６年度は、主に、ポピュラーカルチャーの映像化について、研究代表者および分担者が、大学院生・学生
とともに現場の撮影と作品化の作業を行うとともに、映像化された作品についての活用法についての議論を継続さ
せた。同時に、社会学教材としての映像使用という観点から、フランス、韓国等の研究者の参加もえて、国際的な
シンポジウムを、２日間にわたって実施し、映像社会学の可能性について議論を深めた（その内容の一部は、本報
告書を参照されたい）。
　これまでの研究を受ける形で２００７年度においては、映像社会学についての数度の研究会を開催した。特に、
地域の映像資料の保存と、その上映を通じた活動の報告をうけ議論を行うとともに、インタビュー等において、影
像を、インタビュー対象者の記憶喚起の手段として使用する方法などについても議論を進めた。
　さらに、２００８年２月には、研究の総括的な場として、映像の学術使用および映像アーカイブの方法について、
２日間にわたる研究シンポジウムを開催した。映像の学術的使用については、社会学以外の人類学や言語学、動物
行動学などの研究者も参加し、学術研究における映像使用の可能性について、議論を深めることができた。また、
映像アーカイブについても、国内のアーカイブの担当者の参加をえて、映像（特にポピュラーカルチャーにかかわる）
の保存および活用の現状を共有するとともに、アーカイブのかかえる諸課題について議論を深めることができた。
　以上、３年間にわたる共同研究を通じて、ポピュラーカルチャーを軸に、映像の学術的分野における活用と、映
像保存の可能性について、これまでにない新たな知見を生み出すことができたと考えている（成果は、本報告書を
参照されたい）。
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活動彙報　

2005 年度
＜会議＞
第１回 日時：7 月 2 日　17:00 ～
 場所：京都大学伊藤公雄研究室

＜映像製作実習－検討会＞
映像製作講習会 日時：8 月 31 日（水）10:00 ～ 19:00
  場所：大阪大学文学部美学棟メディアラボ（野外講習含む）
  講師：藤岡 幹嗣（ふじおか もとし）氏
  参加者：科研メンバー 7 名
  概要： 午前の部　10:00-12:30　（ラボ）
　   記録・表現・技術などについての理論、制作へのプロセスについて
   午後の部　13:15-19:00　( 野外撮影講習＋ラボ）
　   グループに分かれて実際の取材・撮影、撮影した映像の素材チェック、その他説明
映像検討会 日時：11 月 5 日　14:00 ～
  場所：大阪大学豊中キャンパス美学棟メディアラボ
  概要：「ポピュラーカルチャー」をテーマとする、科研メンバーおうよび法政大学丹羽ゼミ学生に 
  よる映像作品の上映および検討。



＜読書会＞　『電子メディアを飼いならす』（飯田卓・原知章編　せりか書房、2005 年）読書会
第 1 回 日時： 1 月 25 日　16:00 ～
 場所： 大阪大学豊中キャンパス美学棟メディアラボ
 概要： 編者を招いた WS に向けた読書会
第 2 回 日時： 2 月 8 日　16:00 ～
 場所： 大阪大学豊中キャンパス美学棟メディアラボ
 概要： 同上 
第３回 日時： 2 月 15 日　16:00 ～
 場所： 大阪大学豊中キャンパス美学棟メディアラボ
 概要： 同上

＜研究ワークショップ＞「『電子メディアを飼いならす』を読む」
 日時： 2 月 17 日　14:00 ～ 18:00
 場所： 大阪大学豊中キャンパス美学棟「日本学 B」教室
 概要： 『電子メディアを飼いならす』書評
 ゲスト：飯田卓（国立民俗学博物館「電子メディアを飼いならす」編者）
　　　　 原知章（静岡大学、同上）
 コメンテーター：丹羽美之（法政大学）

2006 年度
＜会議＞第 2 回 日時： 4 月 29 日　13：30 ～ 17：00
  場所： 大阪大学豊中キャンパス文学研究科中庭会議室
  内容： シンポジウム打ち合わせ
 第 3 回 日時： 7 月 9 日　13:00 ～ 17:00
  場所： 京大会館 103 号室　
  内容： シンポジウム打ち合わせ
 第 4 回　日時： 10 月 1 日　11：00 ～ 17：00
  場所： 京都精華大学交流センター
  内容： シンポジウム出品作品映像検討会
 第５回　日時： 12 月 17 日　14：00 ～ 17：00
   場所： 京都精華大学 交流センター
 内容： シンポジウム反省会・報告書打ち合わせ

＜シンポジウム＞　国際シンポジウム「ムービング・イメージと社会―映像社会学の可能性―」
 日時： 11 月 4 日（土）・5 日（日）10：00 ～ 18：00
 主催： 映像社会学研究会・大阪市立大学ＵＣＲＣアーカイブス・プロジェクト
 共催： 京都精華大学
 会場： 京都精華大学交流センター
 ゲスト：佐藤真、下之坊修子・新井ちひろ・久保田テツ・持留和也他
 参加者：70 名以上

2007 年度



＜会議＞
第 6 回 日時： 6 月 2 日　13:30 ～ 14:45
 場所： 京大文学部新館　社会学共同研究室
 内容： 事務会議
第 7 回 日時： 7 月 10 日　16:00 ～（映像都市研究会と合同開催）
 場所： 大阪市大文学部棟 251 号室
第 8 回 日時： 8 月 27 日　13:00 ～ 14:45
 場所： 大阪市立大学文化交流センター　小セミナー室
 内容： シンポジウム打ち合わせ
第 9 回 日時： 12 月 1 日　13:00 ～
 場所： 大阪市立大学文化交流センター
 内容： シンポジウム打ち合わせ

＜研究ワークショップ＞
「映像コンペの困難」
 日時： 6 月 2 日　15:00 ～
 場所：京大文学部新館　社会学共同研究室
 概要：実際に開催されたフィルムコンペの報告に基づき、映像コンペを企画運営するさいの問題点につい 
 て整理・検討をおこなった。
 ゲスト：谷川竜一（東京大学生産技術研究所）
　　　　 前川愛（国立民俗学博物館）

「個人による記録のデジタルアーカイブ＝ＡＨＡ！　について」（映像都市研究会と合同開催）
 日時： 8 月 27 日　15:00 ～
 場所： 大阪市立大学文化交流センター　小セミナー室
 ゲスト：松本篤（NPO　remo）

「映像実践のコミュニケーションにおける人類学的探求」（映像都市研究会と合同開催）
 日時： 10 月 13 日　18:00 ～
 場所： 大阪府立女性総合センター 5 階セミナー室
 ゲスト：川瀬慈（日本学術振興会特別研究員）、新井一寛 ( 大阪市立大学 UCRC PD 研究員 )、古川優貴  
 （一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程）、田邊尚子 ( 一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程 )
 司会： 七五三大輔 ( 京大 ASAFAS 後期博士課程 )　

＜シンポジウム＞「あつめる」から「ひらく」へ－ポピュラー文化の資料アーカイブズをめぐって 
 日時： 2 月 22 日 ( 金 )・23 日（土）10:00 ～
 主催： 映像社会学研究会
 共催： 京都造形芸術大学舞台芸術研究センター、映像都市研究会
 会場： 京都造形芸術大学　人間館・映像ホール
 ゲスト：鈴木豊（放送番組センター）、山内隆治 ( 日本映画新社 )、表智之（京都国際マンガ   
 ミュージアム）、山田奨治 （国際日本文化研究センター）板倉史明 （東京国立近代美術館）、   
 宮本大人 （北九州市立大学）、松本篤 （NPO　remo）内田順子 （国立歴史民俗博物館）、   
 長井暁 （ＮＨＫ放送文化研究所）他。



「あつめる」から
「ひらく」へ
報告集

シ ン ポ ジ ウ ム



概要
　2006 年 11 月に開催された国際シンポジウム「ムービング・イメージと社会　－映像社会学の可能性－」に続いて、共
同研究３年目の研究成果を広く共有するために、2008 年 2 月 22・23 日にシンポジウムを開催した。主催：映像社会学
研究会、共催：京都造形芸術大学・舞台芸術研究センター、協力：映像都市研究会（大阪市立大学都市文化研究センター）。
場所：京都造形芸術大学人間館映像ホール。
　なお、それぞれのシンポジウムについて、ウェブ上でも概要を公開している。

 「ムービング・イメージと社会」 http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/movie/sympo/
 　　　　　　同報告書ｐｄｆ http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/movie/movingImages.pdf
 「『あつめる』から『ひらく』へ」 http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/movie/Sympo2008/

シンポジウム全体の趣旨
　映画・テレビ・マンガ・インターネット。私たちの日常にあふれるこれらの様式は、一般的に「ポピュラー文化」「メディア文化」

「情報文化」などの用語で理解されてきた。その性質は「消費」「流通」というキーワードが示すとおり「流れ去る」ものであり、
社会における重要な共有経験・記憶を形作りながらも、体系的・網羅的に蓄積されては来なかった。近年飛躍的に進め
られた各種アーカイブ化の試みによって、従来のビジュアル・イメージをめぐる研究は劇的に変容しつつある。このシンポ
ジウムは、これらの最前線の変容をとらえ、さまざまなビジュアル・イメージ・アーカイブが、研究・教育・社会認識の各
領域に及ぼしつつある大きなうねりを総合的にとらえようと企画された。
　プレ・セッションでは、さまざまな学問分野における映像実践について、制作者自らが上映を交えて議論を行った。メ
イン・セッションでは、さまざまなアーカイブ構築に携わる専門家を招き、焦点の定まった議論を深めた。詳細については、
各セッションのコーディネーターによるまとめを参照のこと。

総合討論
　伊藤公雄は、一連の共同研究によって映像研究の新しい可能性が開かれたことを強調した。カルチュラル・スタディー
ズやポピュラー文化研究への注目に象徴されるように、現在人文社会科学は転換期を迎えている。その潮流の中心点に
あるのが、映像をめぐる研究なのではないか。研究者の役割は、新たなパラダイム創出、調査によるデータの蓄積、デー
タの社会還元、政策提言、の４つにまとめられるが、そのすべてにおいて映像研究の重要性が高まっている。
　石田佐恵子は、まずセッション構成について、映画・マンガ・テレビを縦軸に据えた企画意図を説明した。現在のアー
カイブ構築において「非選択的に網羅的に集める」という原則が共有されている分野（映画・マンガ）と、その原則に至
らない分野（テレビ番組アーカイブ）とを対比させることによって、それぞれの課題が明確になった。アーカイブ構築の
重要性はいまさら強調するまでもないが、常にアーカイブに収集されないデータについて留意していく必要がある。新た
な研究価値や課題は、アーカイブの境界づけ（包括性とその残余）のせめぎあいから生まれてくることになるだろう。
　最後に、映像を「つくる」さまざまな主体に焦点を当てた前年度シンポジウム、アーカイブ化の諸問題、「あつめる」から「ひ
らく」に焦点を当てた今回のシンポジウムを経て、映像を「見る」という営みの脆弱性が強く意識された。映像をめぐる
研究は、「見る」主体、「見る」場所へと再び戻っていく必要があるだろう、という点を今後の課題として示した。

石田 佐恵子（大阪市立大学）

シンポジウム　「あつめる」から「ひらく」へ
－ポピュラー文化の資料アーカイブズをめぐって－



「あつめる」

収集と保存：選択の権力作用

Session 1



セッション1　「あつめる」
　収集と保存：選択の権力作用

報告者①：鈴木	豊（財団法人放送番組センター）
放送番組アーカイブスの公共的活用に向けて―放送ライブラリーの現状と課題―
報告者②：山内	隆治（日本映画新社）
記録映画アーカイブ化の実際
報告者③：表	智之（京都国際マンガミュージアム）
マンガの “公的” 収集は可能か？

コーディネーター：梁　仁實（ヤン・インシル）（大阪市立大学）

コディネーター　梁　仁實（ヤン・インシル）

　ポピュラーカルチャーをアーカイブ化する主体は誰なのか、どのようなものが選択 / 非選択されるのか、という問題は
現在グローバルなレベルで問われている。本セッションでは日本でテレビ番組、記録映画、マンガをそれぞれ収集し、
保存している現状を報告してもらい、その選択過程における権力作用について議論した。
まず、第 1 報告者である鈴木豊（放送番組センター）さんは（財）放送番組センターが設立されるようになった放送法
第 53 条、放送番組の収集基準、それとかかわる諸権利問題、利用状況、今後の課題について報告してくれた。
第 2 報告者である山内隆治（日本映画新社）さんは 1940 年「映画法」によって設立された日本映画新社の記録映画アー
カイブ化について報告してくれた。この発表では貴重な記録映画を見せつつ、記録映画とは何か、どのようなものがあ
るのか、記録映画を保存することの意義について説明してくれた。
　第 3 報告者である表智之（京都国際マンガミュージアム）さんはマンガの公的収集は可能なのか、すなわち、正当な
流通経路を通ってない赤本マンガや貸本マンガ、国会に出版物として納本されていないマンガを “公的” に収集するこ
とは可能なのか、という問題について報告してくれた。
　以上のような 3 つの発表について次のような問いが付された。第一、テレビ番組、映画、マンガを収集し、保存しよ
うとするときの財源をどのように確保すべきか、第二、各ジャンルをどのように定義すべきか、例えば、テレビ番組は映
画なのか、マンガは印刷物なのか（原画の扱い、マンガという枠組みのなかに入らないもの）、ニュース映像や生放送の
アーカイブ化は可能なのか、第三、著作権と肖像権の問題をどのように解決すべきか、第四、収集・保存過程において
種類に偏りがあり、選別作業が行われているのではないか、例えばテレビ番組の場合、クイズ番組や生放送、日々の生
活とかかわるニュース番組をどのようにアーカイブ化していくべきか、第五、収集の方法の問題として放送局が提出して
くれない人権問題関連番組、個人コレクターが寄贈してくれないマンガなどをどのようにアーカイブ化していくべきか、第
六、これらの問題とつながるまとめとして、収集する段階ですでに働いている権力作用（選別作用）が働いており、この
選別過程で集められなかったものをどのように拾っていくべきか、などに対して議論が行われた。
　最後に、上記のような課題を解決していくためには、まず、既存のアーカイブ施設が何をどのように持っているのか、
個人が何をどのように持っているのか、という基本情報の公開が先決であろうという問題が改めて確認された。
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放送番組アーカイブズの公共的活用に向けて

鈴 木 	 豊

財団法人放送番組センター

Y u t a k a 	 S u z u k i

―放送ライブラリーの現状と課題―

　財団法人放送番組センターでは、民放とＮＨＫで放送されたテレビ、ラジオ番組を収集基準に基づいて収集・保
存し、一般に公開する事業を実施している。本事業は、放送法第 53 条の指定を受けて実施しているもので、横浜
市に「放送ライブラリー」を設置し、保存した放送番組とともにＣＭ、劇場用ニュース映画などを公開するほか、
放送文化に対する理解を促進することを目的に公開セミナーや企画展示を開催している。来館者は年間 10 万人を
超え、校外学習で来館する子どもから高齢者まで幅広い年代の人々に親しまれている。「放送ライブラリー」の現
状を踏まえ、時代の鏡ともいわれる放送番組を国民共有の文化資産として保存し、その活用を促進する方策を考え
る。

１．放送ライブラリーの利用状況

２．放送番組および情報の収集、保存、公開
・放送法第 53 条について
・放送番組の収集基準
・番組情報の収集とデータベース化

３．保存と公開に関わる権利問題
・著作権処理
・肖像権、プライバシー保護への対応

４．利活用の促進
・来館利用
・データベースの充実
・教育における利用
・民放地方局での視聴

５．今後の課題
・財政
・保存メディアの更新
・視聴機器の更新
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Ⅰ . 記録映画って何？
☆記録映画っていうのはこういう映画です。
☆記録映画はこうして作られてきました。

Ⅱ . 記録映画の価値
☆記録映画はここが面白かった。（過去の視点）
☆記録映画はここが面白い。（現在の視点）
☆記録映画はここが面白くなる。はず。（未来の視点）
☆記録映画保存の意義

Ⅲ . 記録映画保存の現在
☆今、記録映画はこのように保存されています。
☆記録映画を保存するには、こんな問題があります。

Ⅳ記録映画保存の将来
☆＜「日本記録映画保存と利用機構」設立準備会＞ご紹介。
☆＜「日本記録映画保存と利用機構」設立準備会＞が乗り越えるべき問題点。
☆「日本記録映画保存と利用機構」の目指すもの。

記録映画アーカイブ化の実際

山 内	 隆 治

日本映画新社

Takaharu	 Yamauchi
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表 	 智 之
Tomo y u k i 	 Om o t e

京都国際マンガミュージアム

マンガの “公的” 収集は可能か

1 2

3 4

5 6
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「ならべかえる」

編集と再構成：展示の力学

Session 2



セッション2　「ならべかえる」
　編集と再構成：展示の力学

報告者①：山田	奨治（国際日本文化研究センター）
複製物で広がったヴィジュアル・イメージを探る―放送ライブラリーの現状と課題―
報告者②：板倉	史明（東京国立近代美術館フィルムセンター）
映画復元における倫理と創造性
報告者③：宮本	大人（北九州市立大学）
マンガにとってミュージアムはどんな場でありうるか？

コーディネーター：山中	千恵（仁愛大学）

コディネーター　山中 千恵

　アーカイブスは記録や記憶をとどめておくことを目的として企画される。そして、分類・整理され展示されるこ
とを通じて新たな意味を付け加えられてゆく。一方、ポピュラー文化とは、忘却されてゆく日々のいとなみにほか
ならない。では、ポピュラー文化のアーカイブスとはいかなるものなのか。ポピュラー文化においてとどめておく
べきビジュアル･イメージとは何なのか。収集し・並べ替えることによって提起されるのはいかなる問題か。本セッ
ションは、ポピュラー文化の収集と展示に関する取り組みや研究を紹介しながら、アーカイブスがポピュラー文化・
研究にあたえる力学について考える。
　第１報告者の山田奨治さんには、海賊版 DVD の普及経路を明らかにしていくための「ディスク分析」方法につ
いて発表いただいた。海賊版メディアは、ポピュラー文化の拡散にとって重要な役割をもっている。「消えていく」
ことが当然視される非合法メディアを集め、それを分類するための方法論の検討を通じて、ポピュラー文化を集め
ること自体が、「ならべかえ」を構想することと不可分の問題であることを提示いただいた。
　続いて、第２報告者の板倉史明さんには、東京都国立近代美術館フィルムセンターでおこなわれている資料復元
の取り組みを紹介し、すでにアーカイブ化された資料を「ならべかえる」営みについてお話いただいた。映画のフィ
ルム復元において問題になるのは、フィルムの移し変えやデジタル化といった保存方法だけではなく、倫理でもあ
る。その倫理は、現在の利用だけではなく未来のアーカイブ利用者を想定し、アーカイブの「ならべかえ」を考え
ることであるという。それは、「ならべかえない」という判断もふくめた取り組みでもある。
　最後に、第３報告者の宮本大人さんには、実際に開催された展覧会を事例としつつ、マンガを展示するという、「な
らべかえ」の実践をめぐる問題について発表いただいた。アーカイブの対象となるマンガとは表現なのか、流通媒
体なのか、歴史的経験なのか。さらにはメディアを横断していくその柔軟性をどのようにとらえるのか。マンガの
特性を再検討しつつ、従来の社会反映論的な展示や、作品をアートとして扱うような美術展示の模倣を超えた、マ
ンガ体験のほりおこしと再創造／想像を提案する「ならべかえ（展示）」の可能性について、北九州マンガミュー
ジアムの企画と絡めながらお話いただいた。
　本セッションで、あらためて確認されたのは、ポピュラー文化のアーカイブとは、単純にメディア媒体の収集、
保存と整理によって作られるものではないということである。発表者のかたがたが提示してくださったのは、消え
去ろうとする文化のストックを考えようとすることで生まれてくる緊張関係の諸相である。これらの論点は、ポピュ
ラー文化研究の展開を考えていく上でも非常に重要なものであろう。
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複製物で広がったヴィジュアル・イメージを探る

山 田	 奨 治

国際日本文化研究センター

S h o j i 	 Y a m a d a

Shoji YAMADA

Mould SID Code
Mastering SID Code
ISRC

Shoji YAMADA

Shoji YAMADA

Authorized by International Federation of Phonogram and 
Videogram Producers (IFPI)
Issued by Phillips Electronics (licensor of CD and certain DVD 
technologies)

Shoji YAMADA

SID

Shoji YAMADA

1 2

3 4

5 6

Shoji YAMADA



40

シンポジウム「あつめる」から「ひらく」へ

Shoji YAMADA Shoji YAMADA

DVD Producer 1.0

Shoji YAMADA

Mould SID: HA04
Mould SID: HA01 Mould SID: HA03

Shoji YAMADA

Mastering SID: LL69

Mastering SID: LL69
Mould SID: HL09

Mould SID: HL66

Shoji YAMADA

VideoCD

Mould SID: A103
ISRC CN-F21-97-0016-0/V.J9

CD-ROM XA

Mould SID: A115
ISRC CN F21 9 0016 0/V J9ISRC CN-F21-97-0016-0/V.J9

Shoji YAMADA

DVD-ROM

Mould SID: 
ISRC CN-F21-98-0064-0/V.J9

DVD-ROM

Mould SID: 
ISRC CN-F21-98-0064-0/V.J9

Shoji YAMADA

Z206
CN-E20-97-0042-0/V.G4

Mould SID
ISRC

Z204

K114, K115
CN-E20-97-0035-0/V.G4
DVD

Z204
CN-E20-97-0039-0/V.G

Z200
CN-E20-97-0035-0/V.G4

Z206
CN-E20-97-0040-0/V.G4

K139
CN-E20-97-0035-0/V.G4
DVD

Z204
CN-E20-97-0037-0/V.G4

Z206
CN-E20-97-0038-0/V.G4

K114, K115
CN-E20-97-0040-0/V.G4
DVD

Shoji YAMADA

Mould SID: AZD1

Mousld SID: AZD2

7 8

9 10

11 12

13 14
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Shoji YAMADA

Mould SID

Mould SIDMould SID

Shoji YAMADA

Mould SID: AZD1

Mousld SID: AZD2

Shoji YAMADA Shoji YAMADA

15 16

17 18
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板 倉	 史 明
F um i a k i 	 I t a k u r a

東京国立近代美術館フィルムセンター

映画復元における倫理と創造性

1 2

3 4

5
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宮 本	 大 人
Hirohi to	 Miyamoto

北九州市立大学

マンガにとってミュージアムは

どんな場でありうるか

１．展示されるべき「マンガ」とはどんなモノなのか
マンガが、多くの場合、受け手にその姿を見せる最初の形態：新聞・雑誌・単行本等←極めてパーソナルなメディ
ア
⇒展示空間との相性の悪さ

ヴィジュアル・イメージ「のみ」の展示はあり得ない。実際には何らかの物理的な形態を持ったモノが展示される。
モノとしてどのような形態で展示するか←「マンガ」を根本的にどう捉えるかという解釈の始まり
マンガの場合、主に次の三種の形態⇒原画／作品が掲載された新聞・雑誌・単行本等／パネルや立体造作物など、
　　　　　　　　　　　　　　　　　展示用に新たに作られた複製物

マンガをその物質的な支持体と切り離し得ると見なすか否か
①どのような形態を取ろうがマンガはマンガである←基本的に「表現」としての水準のみを見ることに。作り手

寄りの見方
②実際に流通している形態を重視←歴史的な文脈、受容の現場を意識。受け手寄りの見方

２．集められた資料の「ならべかえ」において何が行われるのか
マンガのメディア寄生性。Cf. 広告
美術館・博物館におけるマンガ展
Ａ）マンガを美術に類するものとして扱う。←上記①のスタンス
Ｂ）マンガを「時代を映す鏡」として扱う。←上記②のスタンス、ではなかった。マンガをその物質的な支持体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を捨象し、それが読まれていた具体的な現場から切り出して見る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点では①と同じ。

近年の傾向→上記のＡかＢかという不毛な二者択一から脱し、メディアの物質的な形態や具体的な文脈との関わ
　　　　　　りの中で、作り手の試みを捉え直す意識が反映されつつある。

Ex.）「少女マンガパワー！」展（２００８年、川崎市市民ミュージアム、京都国際マンガミュージアムほか）：
原画と「完成形」としての雑誌・単行本との形態上の差異への注目。
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２．１．「新聞漫画の眼」展（２００３年、日本新聞博物館）の場合
アーカイブされているのは新聞紙という資料。←そこに掲載されているマンガに注目した取捨選択
新聞原紙の展示を原則とすること。図録にも、可能な限り、原紙の全て、または一部が、映り込んだ形の写真を
掲載すること。どのようなメディアにどのように寄生し、どのような歴史的な文脈の中に置かれていたのか、ま
た、さらに、どのような歴史的文脈を形作っていったのか、までを視野に入れる試み。

２．２．「占領下の子ども文化〈１９４５－１９４９〉」展（２００１年、早稲田大学會津八一

記念博物館、広島平和記念資料館、北海道立文学館）の場合
　プランゲ文庫というアーカイブから、占領検閲期の子供向け出版物の概要と、そこに見られる・それらが形
作っていた子ども文化のありようを抽出する展示の中に、マンガを重要な構成要素として置くこと。マンガを大
量に展示しつつ、「マンガ展」でない展示を構成する試み。←「時代を映す鏡」という単純な反映論ではない形で、
マンガを歴史的な文脈の中に置くこと。

検閲官の書き込み等にも注目すること。←検閲を、物質的に書物に加えられる力の痕跡から捉えること。

　同時に、どうしても「検閲」、または「戦後（占領期）」という「問題」に関心が集中しがちなプランゲ文庫の
特性をいったん棚上げして、子ども向け出版物のアーカイブとしては国内のどの機関より包括的なものであるこ
とを活かす意図。

３．マンガとミュージアムの出会いの可能性
（仮称）北九州市漫画ミュージアム（２０１０年春開館予定）の基本コンセプト：
　　　展示／閲覧／創造・育成・交流の三本柱のどれも軽視しない。

　マンガがどのように受容されてきたのかについての歴史的な再検証とともに、新たなマンガ受容の体験のあり
ようを積極的に提案していくこと。ミュージアムという物理的な空間を越え出て、ミュージアムをとりまく街と
いう場にまで、「ならべかえ」の場を広げていく試み。
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「ひらく」

公開と上映：アーカイブズの公共性

Session 3



セッション3　「ひらく」
　公開と上映：アーカイブズの公共性

報告者①：松本	篤（remo／NPO法人	記録と表現とメディアのための組織）
パーソナルな知からパブリックな知へ　アナログな知からデジタルな知へ
―AHA!の実践―
報告者②：内田	順子（国立歴史民俗博物館）
映像を解釈する権利とアーカイブズ―アイヌ民族との共同研究の事例から―
報告者③：長井	暁（NHK 放送文化研究所）
アーカイブズの研究・教育利用をどう進めるか―世界のアーカイブズの実情から―

コーディネーター：丹羽	美之（法政大学）

コーディネーター　丹羽 美之

　アーカイブには、多様なアクセスを保障すると同時に、その成果を広く社会に還元することが求められている。では

開かれたアーカイブとはどのようなものか。アーカイブがその成果を還元すべき相手とは誰なのか。このセッションでは、

収集したヴィジュアル・イメージを個人やコミュニティや社会に再び返そうとする様々な取り組みを紹介しながら、アーカ

イブの公共性について議論した。

　まず第 1 報告者の松本篤さんは、自身が現在取り組んでいる 8 ミリフィルムのデジタルアーカイブ事業（通称 AHA！

プロジェクト）について報告してくれた。個人が所有する 8 ミリフィルムを収集・上映し、そこに記録された記憶や経験

を地域や世代を超えて共有し、開いていこうとするこのユニークな活動は、アーカイブという営みが本来もっている「媒

介者」としての可能性を考える上で、多くの示唆に富んでいた。

　続いて第 2 報告者の内田順子さんは、国立歴史民俗博物館が所蔵する古いイヨマンテのフィルムの資料批判的な調

査について報告してくれた。内田さんはこの調査をアイヌ民族と協働して行った経験をもとに、「撮られた側」の視点で

映像を解釈し直して見ることの難しさと大切さについて語ってくれた。アーカイブされた資料を批判的に読み解いていく

ことは、それらを現在と未来に開いていくために必要不可欠な作業である。

　最後に第 3 報告者の長井暁さんは、松本さんや内田さんの問題意識を引き継ぎつつ、世界各国の主要なアーカイブ

が研究教育利用に実態としてどの程度まで門戸を開いているかを、マクロな観点から報告してくれた。フランスの INA（国

立視聴覚研究所）における先進的な事例などを紹介しつつ、日本にも法定納入に基づく映画や放送番組のアーカイブ

を設立し、研究・教育利用に道を開くべきではないかと締めくくった。

　開かれたアーカイブとは、単なる文化財の保存庫ではなく、そこから新たなコミュニケーションや批評が次々に生まれ

る動的かつ創造的な発信拠点でなければならない。そんなわくわくする未来のアーカイブの姿を想像させてくれる、と

ても刺激的で充実したセッションだった。
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A
Archive for Human Activities / 人類の営みのためのアーカイブ 

H A（ アハ ） ! の実践

松 本  篤

（remo ／ NPO 法人 記録と表現とメディアのための組織）

Atsushi	 Matsumoto

パーソナルな知からパブリックな知へ　アナログな知からデジタルな知へ

>>AHA! とは

主に個人によって記録された８ミリフィルムやビデオなどの映像メディアや、その映像に残された個人

的 ( パーソナル ) な記憶を社会的・知的な文化財産と捉え直し、それらを収集・公開・保存・利用する

までの一連の仕組みづくりを推進するデジタルアーカイブ事業。2005 年から始動。

>> 現在の活動　実績紹介

>> めざすもの

・「個人の記録映像」という文化資源を媒体とした世代や地域を超えた伝承・交流の誘発

・「個人の記録映像」のデータベースの創出 → 誰でもが閲覧可能である開かれた映像資料ライブラリー

「押し入れに眠っている 8 ミリフィルム、最後に観たのはいつですか？」

→現在は８ミリフィルムのアーカイブ ( 収集・公開・保存・利用 ) に注力している

・[ 収集 ]　→　出張上映会

・[ 公開 ]　→　公開鑑賞会

・[ 保存 ]　→　DVD 変換、データベース化

・[ 利用 ]　→　さまざまな施設、研究者、団体との連携をしながら目的ごとに利用

　例 ) 映画保存団体、浪速区、大阪大学 (CSCD)、大阪市立大学病院、まちづくり団体 など
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－アイヌ民族との共同研究の事例から－
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Pre-Session

＜コメンテーター＞

木村	大治（きむら・だいじ）
［京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科准教授］

1960 年生まれ。愛媛県出身。京都大学理学博士。熱帯アフリカの農耕民、狩猟採集民の生態、相互行為を研究。
著書『共在感覚---アフリカの二つの社会における言語的相互行為から』 2003京都大学学術出版会、『コミュニケーショ
ンの自然誌』（共著，谷泰編）1997 新曜社など。

八角	聡仁（やすみ・あきひと）
［京都造形芸術大学・舞台芸術研究センター教授］

1963 年生まれ。批評家。早稲田大学第一文学部文芸専修卒業。文学、映画、写真、演劇、ダンスなどの分野で
幅広く執筆活動を行う。大学教員としての専門は、映像論、身体論、パフォーミング・アーツ理論など。編著に『現
代写真のリアリティ』（角川学芸出版）他。故佐藤真（ドキュメンタリー作家、京都造形芸術大学教授）とともに上
映会／シンポジウム「〈映像と身体〉の人類学」を企画。

＜司会＞

分藤	大翼（ぶんどう・だいすけ）
［京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教務補佐員］

1972 年生まれ。大阪府出身。京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士課程修了。地域研究博士。カ
メルーン共和国東部州に暮らすピグミー系狩猟採集民の調査研究を行っている。共著『見る、撮る、魅せるアジア・
アフリカ - 映像人類学の新地平 -』( 新宿書房 ) 映像作品「Wo a bele - もりのなか -」(2005 年 ) は、スカイパーフェ
ク TV、第 28 回国際ドキュメンタリー映画祭 Cinema du Reel などで上映される。最新作は「Jengi」(2008 年 )。

＜発表者＞

島田	将喜（しまだ・まさき）
［日本学術振興会特別研究員、滋賀県立大学］

1973 年生まれ。札幌市出身。京都大学大学院理学研究科博士課程修了。京都大学理学博士。立命館大学非常勤
講師。海外ではアフリカのタンザニアにて野生チンパンジーを対象に、国内では全国各地の野生ニホンザルを対象に
長期調査を継続中。主としてヒトを含む霊長類のコドモの遊び行動の構造、進化に着目し研究。また世界中に遍在
する霊長類に関する民話や神話も研究。論文「世界中の子どもが鬼ごっこをするのはなぜか」『チャイルド･サイエンス』
Vol.2.2005（第一回子ども学大賞受賞作品）「似て非なる者へのまなざし-サルとヒトの生態学から見る猿田彦の成立-」

『猿田彦大神フォーラム年報　あらはれ』第 9 号 2006（第 8 回「猿田彦大神と未来の精神文化」研究助成論文（一
席））など。

報告者プロフィール



相馬貴代（そうま・たかよ）
［京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士後期課程］

生態人類学を専攻。おもにマダガスカル南部におけるキツネザルの生態を研究。キツネザルのほか、アンタンドロイ
族の暮らしや儀礼の記録映像を撮り続けている。論文 "Tradition and Novelty: Lemur catta Feeding Strategy 
on Introduced Tree Speciesat Berenty Reserve". In A .jollyetal.eds., Ringtailed Lemur Biology. NewYork: 
Springer, 「チャイロキツネザルによるワオキツネザルのアカンボウの捕食 - マダガスカル・ベレンティ保護区における事
例」『霊長類研究』18（3）、2002 年。

内藤	真帆（ないとう・まほ）
［京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程］

1976 年生まれ。鹿児島県出身。文字をもたないヴァヌアツ共和国のツツバ語（Tutuba、話者150人から500人）をフィー
ルド調査に基づいて、言語学的な観点から記述、研究。先行研究で報告されていなかったツツバ語の舌唇音を報告し、
舌唇音の音変化仮説を映像で実証。共著『文法を描く』（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、2006 年）
論文「ツツバ語の指示代名詞」、『DYNAMIS』第 10 号、2006 年、 “ Tutuba Apicolabials: Factors Influencing 
the Phonetic Transition from Apicolabials to Labials” , Oceanic Linguistics. University of Hawai'i Press, 
June, 2006, など。

古川	優貴（ふるかわ・ゆたか）
［一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程］

1975 年生まれ。千葉県出身。ケニア西部リフトバレー州に所在する寄宿制プライマリ聾学校を中心にのべ 2 年間フィー
ルドワークを実施。研究キーワードは、コミュニケーション、学習、身体、遊び、映像、「人」。論文「『一言語・一共
同体』を超えて：ケニア K プライマリ聾学校の生徒によるコミュニケーションの諸相」『くにたち人類学研究』(2):1-20 

（http://anthropology.soc.hit-u.ac.jp/journal/2007/07_ja.html）。人類学映画として、"present experiences"、
"Kama Kawaida"、 "rhythm"、” rhythm extra”（全て 2007 年制作）。

岩谷	洋史 ( いわたに・ひろふみ )
［神戸学院大学大学院地域研究センター研究員］

1970 年生まれ。鳥取県出身。京都大学大学院人間・環境学研究科満期退学。専攻は文化人類学。酒造をはじめと
する日本の伝統的産業の社会組織や技術を身体論の観点から研究。および、技術の伝承、教授方法の研究。近年、
デジタルメディアをもちいた人類学的研究方法のあり方を模索している。論文「人類学研究支援環境 DWB による祭礼
調査資料の運用 - 多様な視点を許容する祭研究 -」（共著）情報処理学会『人文科学とコンピュータシンポジウム論文
集デジタルアーカイブ - その理論の深化と技術の応用』（2005 年）

笹谷	遼平（ささたに・りょうへい）
［映像作家、同志社大学文学部］　

1986 年生まれ。京都府出身。同志社大学文学部にて哲学を専攻。在学中に映像作品『昭和聖地巡礼 - 秘宝館の胎内 -』
(2007 年 ) を製作、発売。 ( http://www.sasatani-chez.com/) 論文『エロティシズムと生及び死』（2008 年度同志
社大学文学部卒業論文）。

Renato	Rivera（レナト・リヴェラ）
［京都大学大学院文学研究科博士後期課程］

専門はカルチュラルスタディーズ。日本のポピュラーカルチャー（アニメ・音楽・マンガ・映画ら）の欧米への影響、
および欧米の美術やポピュラーカルチャーの日本への影響などを中心に、ポピュラーカルチャーと社会を巡る問題
群を研究。論文「世界化する日本のポピュラー・カルチャー」（2007 年度京都大学文学部文学研究科修士論文） 



“ ThePopularisation of Geek Culture, and the Marginalisation of Otaku Culture” 『京都精華大学紀要』34 号、
京都精華大学文化情報課、2008 年（予定）映像作品『Notes from Abroad』

川瀬	慈（かわせ・いつし）
［日本学術振興会特別研究員、京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科］

1977 年生まれ。岐阜県出身。アフリカにおいて、音楽職能者や吟遊詩人、ストリートチルドレン等、「社会の周辺」と
されてきた人々に関するドキュメンタリー映画づくりに従事。作品は国内外の数々の大学講義で使用されると同時に、
ドキュメンタリー映画祭、人類学映画祭コンペにおいて入選を重ねる。 2007 年、エチオピア民族舞踊の都市的な展
開をユネスコの委託を受けて実施。共編著『見る、撮る、魅せるアジア・アフリカ - 映像人類学の新地平 -』（新宿書
房 2007 年）論文 "Filming Itinerant Musiciansin Ethiopia: Azmariand Lalibalocc: Camera as Evidence of 
Communication" Nilo-EthiopianStudies Vol.11, 2007. 映像作品（http://www.itsushikawase.com/）。

須藤	義人（すどう・よしひと）
［映像記録者、沖縄大学］

1976 年生まれ。横浜市出身。沖縄大学人文学部こども文化学科専任講師。比較基層文化論、民俗芸能研究、沖縄
地域研究。早稲田大学社会科学部卒、沖縄県立芸術大学芸術文化学研究科後期博士課程単位取得。共著『共生と
循環のコスモロジー　日本・アジア・ケルトの基層文化への旅』成文堂（P136-P168 所収、2005 年 6 月）映像作品『久
高オデッセイ』（助監督、2006 年）『フェーヌシマのきた道』（助監督、2007 年）など。

＜セッションコーディネーター＞

新井	一寛（あらい・かずひろ）
［大阪市立大学 UCRC 研究員］

1975 年生まれ。埼玉県出身。京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士課程修了。地域研究博士。 現
代イスラーム、特にエジプトのスーフィー教団を宗教社会学・人類学的に研究。共編著『見る、撮る、魅せるアジア・
アフリカ - 映像人類学の新地平 -』（新宿書房）論文「マウリド（生誕祭）におけるタリーカ（スーフィー教団）の祝祭
性と非祝祭性 -- 現代エジプトにおけるジャーズーリーヤ・シャーズィリーヤ教団の活動状況から」『宗教と社会』12、

「宗教と社会」学会、2006 年、“Combining Innovation and Emotion in the Modernization of Sufi Orders in 
Contemporary Egypt,”  Critique: Critical Middle Eastern Studies, 16-2, Routledge, July, 2007, など。 映像
作品には、民族誌映画としては “ Young Shaykh and Fpllowers of Sufi Orders in Egypt” (2006 年 ) 実験的な人
類学映画としては『同居とカメラ』(2007 年 -) など。 

Session1

＜発表者＞

鈴木	豊（すずき・ゆたか）
［放送番組センター］

早稲田大学第一文学部社会学専修卒。現在、財団法人放送番組センター事務局長。「放送番組の収集 , 保存 , 公開 (<
特集 > 音楽・映像のドキュメンテーション )」『情報の科学と技術』 49(3),113-118,1999。

山内	隆治（やまうち・りゅうじ）
［日本映画新社］

1995 年から日本映画新社にてアーカイブ業務に従事。約 5000 タイトルのの映画作品のライブラリ販売のかたわら二
度にわたる、旧通産省によるデジタルアーカイブ実証実験に参加。ちなみに、日本映画新社は、1940 年戦時下の国



策会社として設立劇場用ニュース映画「日本ニュース」（その後「朝日ニュース」）ほか、記録映画など計約６０００タイ
トルを製作。

表	智之（おもて・ともゆき）
［京都国際マンガミュージアム］

1969 年、大阪府生まれ。大阪大学大学院文学研究科博士課程修了。専攻は思想史・マンガ研究。19 世紀日本にお
ける古物趣味の興隆と歴史意識の転換や、ポップカルチャー経験と歴史認識の関わりなどに関心を持つ。共著に『「は
だしのゲン」がいた風景』（梓出版）『差別と向き合うマンガたち』（臨川書店）など。

＜セッションコーディネーター・司会＞

梁	仁實（ヤン・インシル）
［大阪市立大学 UCRC 研究員］

韓国済州道生まれ。立命館大学大学院博士課程修了。博士（社会学）。専門は、映画研究、メディア社会学。論文に
「映画のなかのソウル表象 -- 1996 年以降の韓国映画を中心に --」『都市文化研究』第９巻、98-117、2007 「『他者』
表象の可能性と限界 -『日本人的一少女』を読む -」大阪大学 21 世紀 COE プログラム報告書『イメージとしての〈日
本〉05』、213-30、2005 分担執筆に、『送り手のメディアリテラシー』（黒田勇編、世界思想社）『ポスト韓流のメディ
ア社会学』ほか。

Session2

＜発表者＞

山田	奨治（やまだ・しょうじ）
［国際日本文化研究センター准教授］

大阪府生まれ。筑波大学大学院修士課程医科学研究科修了（京都大学博士（工学）。情報学。技芸の創造と伝達の
情報学を研究している。< 単著に『＜海賊版＞の思想』（みすず書房）『禅という名の日本丸』（弘文堂）『情報のみかた』

（弘文堂）『日本文化の模倣と創造』（角川選書）など。編著に『文化としてのテレビ・コマーシャル』（世界思想社）『模
倣と創造のダイナミズム』（勉誠出版）など。

板倉	史明（いたくら・ふみあき）
［東京国立近代美術館フィルムセンター研究員］

京都大学博士（人間・環境学）。映画学。日本映画に関する論文を発表するほか、アーキビストとしてフィルム保存・
復元の研究を進めている。主論文：「アイヌ表象と時代劇映画」（加藤幹郎編『映画学的想像力』人文書院、2006）「大
映「母もの」とスタジオシステム」（岩本憲児編『家族の肖像（日本映画史叢書 7）』森話社、2007）共訳書に『フィル
ム・アート　映画芸術入門』（名古屋大学出版会、2007）

宮本	大人（みやもと・ひろひと）
［北九州市立大学文学部比較文化学科准教授］

東京大学大学院総合文化研究科博士後期課程単位取得退学。マンガ史研究、表象文化論。昭和戦前・戦中期にお
ける子供向け物語マンガを中心に研究している。関わった展覧会としては、「ニュースの誕生」（東京大学総合博物館、
1999 年）「占領下の子ども文化〈1945-1949〉」（早稲田大学会津八一記念博物館ほか、2001 年）「新聞漫画の眼」（日
本新聞博物館、2003 年）



＜セッションコーディネーター・司会＞

山中	千恵（やまなか・ちえ）	
［仁愛大学人間学部講師］

兵庫県生まれ。大阪大学大学院人間科学研究科修了（博士：人間科学）社会学（メディア研究、韓国地域研究）日
本マンガの海外への広がりに注目し、ナショナリズムや歴史意識の問題と越境するポピュラー文化の関係について研究
を進めている。石田佐恵子・木村幹との共編著に『ポスト韓流のメディア社会学』(ミネルバ書房、2007) 共著に『「は
だしのゲン」がいた風景 - マンガ･戦争･記憶』（梓出版、2006）など。

Session3

＜発表者＞

松本	篤 ( まつもと・あつし )
［remo(NPO 法人記録と表現とメディアのための組織 ) メンバー］

1981 年兵庫県生まれ。大学在学中よりremo の運営に参加。現在、事業の１つとして、パーソナルな映像の記録物 (8
ミリフィルムやビデオ等の媒体 ) のデジタルアーカイブプロジェクト、 AHA![Archive for Human Activities /人類の
営みのためのアーカイブ ] を企画・運営。

内田	順子（うちだ・じゅんこ）
［国立歴史民俗博物館准教授］

アイヌ文化研究者 N.G.マンローが撮影した記録映画の資料批判的研究を、撮影地のアイヌ民族の協力を得て実施し、
ビデオ作品「"AINU Past and Present" マンローのフィルムから見えてくるもの」を制作（2004-2006 年）継続的な
事業として、マンローのアイヌ研究に関わる写真・映画・テキストのデジタル化プロジェクトを運営（2006 年 -）

長井	暁 ( ながい・さとる )
［ＮＨＫ放送文化研究所主任研究員 / 東京大学大学院総合文化研究科客員准教授］

世界各地のアーカイブズが保存する記録映像を使って、現代史をテーマとしたドキュメンタリー番組を制作。また、記
録映画を通じて現代中国社会を分析。共著に『張学良の昭和史最後の証言』（角川書店）『毛沢東とその時代』（恒文社）
など。

＜セッションコーディネーター・司会＞

丹羽	美之（にわ・よしゆき）
［法政大学社会学部准教授］

1974 年三重県生まれ。NHK ディレクター、大阪大学大学院人間科学研究科（博士後期課程単位取得退学）を経て、 
2007 年より現職。専門はテレビ史、戦後社会史、映像資料論。テレビ番組等のアーカイブズを活用して、現代日本
社会の分析に取り組んでいる。共著に『テレビだョ！全員集合』（青弓社）など。

＜討論者＞

伊藤	公雄 ( いとう・きみお )
［京都大学文学部文学研究科教授］

1951 年生まれ。専門は、文化社会学、メデイア研究、ジェンダー論、イタリア社会研究。ポピュラーカルチャーやメディ
アを対象に、社会意識や政治意識における支配・従属および抵抗・妥協・調整の構図を考察することに主な関心があ
る。著書『光の帝国／迷宮の革命 - 鏡のなかのイタリア』『＜男らしさ＞のゆくえ』『「男女共同参画」が問いかけるも



の - 現代日本社会とジェンダーポリティクス』共著『ジェンダーで学ぶ社会学』Mirror of Modernity、『女性学・男性
学 - ジェンダー論入門』など。

石田	佐恵子 ( いした　さえこ )
［大阪市立大学大学院文学研究科准教授］

1962 年生まれ。専門は、現代文化研究、知識社会学、映像社会学。大阪市立大学都市文化研究センターにて「エ
スノグラフィック映像コレクション」主宰。日常生活における断片的映像経験と社会認識の関係に特に関心を持つ。現
在、テレビ番組の収集とテレビ文化研究の方法論についての研究に従事。著書『有名性という文化装置』共編著『クイ
ズ文 化の社会学』『ポスト韓流のメディア社会学』訳書『有名人と権力 』。
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